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令和６年度(2024 年度) 当初予算（案）の概要 
 

［基本方針］ 

 令和６年度(2024 年度)は、厳しい財政環境の中にあっても、将来を見据え、だれもが主役で活躍できる、しあわせが実感できる

「元気なまちづくり」の実現に向けて、新たな視点・発想や多様な主体との協働により、「井原市第７次総合計画 後期基本計画」

及び「井原市第２期総合戦略」に掲げる各種施策を着実に推進するとともに、「次世代へつなぐ財政改革」として「持続可能な財政

運営」の確立を図ることを基本に予算編成を行った。 
 

［特徴］ 

 「井原市第７次総合計画 後期基本計画」の２年目にあたり、【ひと】・【経済】・【安心】・【夢・誇り】といった重点取組に沿い、

「だれもが主役で活躍できる 元気な井原」の実現に向けた各種施策等を着実かつ積極的に展開することとしている。 

まず、「ひとづくり」においては、本市の未来を担う「井原“志”民」の育成に向けて、「ふるさと井原の未来を創るひとづくり

事業」を中心に関連事業を多角的に推進するとともに、これまでの取組をブラッシュアップし、若者に選ばれるまちづくりを推進

するため、新たに「地域力創造アドバイザー活用によるブランディング事業」を展開することとしている。 

次に、「経済・地場産業活性化」では、高月工業団地において企業用地の造成工事を進めるほか、「元気いばら商工業成長支援事

業」の展開による新たな雇用や賑わい創出、「ふるさと納税」を活用した地場産業振興等に取り組むとともに、全国チェーンを展開

するホテル事業者が市内にホテルを建設するにあたり、今後の交流人口の拡大や滞在時間の増加による地域活性化を期待して、「宿

泊施設（ホテル・旅館）整備促進事業補助金」による支援を行うこととしている。 

また、「安心して生活できる環境づくり」としては、引き続き、本市独自の「保育料等無償化事業」、「子ども医療費無償化事業」

を展開し、新たに、急な病気やけがに関する電話相談に対して助言等を行う「救急相談センター事業」を実施するほか、災害時の

拠点施設として本庁舎の業務継続性を確保するため、「本庁舎非常用発電装置の更新」を行うこととしている。 

そして、「夢や誇りがもてる魅力創出」に向けては、「星空保護区」を活かした官民一体での取組の推進や、リニューアルした平

櫛田中美術館での「平櫛田中回顧展」の開催などにより、全国へ魅力を発信するとともに、郷土愛の醸成を図ることとしている。 

その結果、一般会計予算額は、２１８億２，８００万円となり、前年度当初比８億３，５０４万８千円、４.０％増となっている。 
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［歳 入］ 

 自主財源の大宗を占める市税については、コロナ禍から社会経済活動の正常化は進んでいるものの、エネルギー価格高騰等の影

響により法人市民税は依然として回復傾向になく、地価の下落や評価替え等の影響により固定資産税も減収が見込まれる中、令和

６年度税制大綱に係る定額減税の影響もあり、市税全体で前年度当初比約３億円減の４２億４,５４６万５千円を計上している。そ

のうち、定額減税による減収分については、地方特例交付金で補てんされることとなっており、約２億５千万円を見込んでいる。

また、ふるさと納税寄附額の増加に伴い、ふるさと応援基金繰入金について、同じく約９千万円増の３億５,５９１万６千円を計上

している。 

 一方、依存財源のうち地方交付税は、国の地方財政計画等に基づき前年度当初比で１億７千万円増の７７億５千万円を見込んで

いる。また、市債については、地方交付税の不足を補う臨時財政対策債について国の地方債計画に基づき半減を見込んでいるが、

岡山県西部衛生施設組合への廃棄物処理施設整備費負担事業債の大幅な増加等により、市債全体で、前年度当初比約２億７千万円

増の１４億９，９００万円を計上している。 

なお、収支の均衡を図るため、財政調整基金から１２億２，７００万円の繰り入れを行うこととしており、その結果、自主財源

は、７５億７，７３０万７千円（構成比３４.７％）、依存財源は、１４２億５，０６９万３千円（構成比６５.３％）となっている。 

 

 

［歳 出］ 

 総務関係では、「井原市第７次総合計画 後期基本計画」で示した市民の幸福感や暮らしやすさの指標化に向けて、「地域幸福度指

標調査・分析事業」を実施するほか、引き続き公共交通体系の確保維持のため、民間路線バスや市内循環バス、井原鉄道への助成

をはじめ、井原・芳井・美星の３地域において、「予約型乗合タクシー」を運行することとしている。人口減少対策としては、移住・

定住の促進や関係人口の増加を図るため、｢いばらＬＩＦＥスタート応援メニュー｣や、食をテーマとした郷土愛醸成事業「丼原市
どんばらし

キ

ャンペーン」を継続実施するほか、「ふるさと納税制度」を活用した地域振興や財源確保を図ることとしている。また、地域社会の
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デジタル化や行政事務の効率化に向けて、「マイナンバーカードの取得促進」や、「ＲＰＡを活用した業務効率化」等を推進すると

ともに、情報化施策全般に係る専門人材を「ＣＩＯ補佐官」として起用し、自治体ⅮＸを推進することとしている。協働のまちづ

くりでは、引き続き、各地区まちづくり協議会等の運営支援を行うとともに、「まちづくり支援員」を１名増員し、各地区まちづく

り計画の策定支援を拡充することとしている。安全・安心のまちづくりの推進に向けては、引き続き、地域の防災・防犯資機材整

備や、防災士資格取得への補助を行うとともに、災害時の拠点施設として本庁舎の業務継続性を確保するため、国のガイドライン

に基づき、非常時に７２時間対応可能な発電設備に更新することとしている。 

 

 福祉関係では、障害者等が、住み慣れた地域で活力ある生活を送れるよう、障害者就労支援員を配置するとともに、新たに障害

者職場実習奨励金を設け、就職を希望する障害者と企業を結び付けることにより、障害者雇用の促進を図るほか、引き続き地域生

活サポート体制の推進や生活困窮者の自立・就労に向けた相談支援等を行うこととしている。児童福祉においては、こども・若者・

子育て家庭の総合的な支援施策の指針となる「こども計画」を策定するほか、国の無償化制度の対象とならない園児の保育料・給

食副食費等について「市独自の無償化」を引き続き実施し、子育て家庭の経済的負担を軽減するとともに、子ども家庭総合支援拠

点の運営や放課後児童クラブの運営支援等により、子育てしやすい環境づくりを推進することとしている。 

 

 衛生関係では、引き続き「子ども医療費給付事業」を本市独自に満１８歳に達する年度末まで拡充して実施するほか、井原市民

病院を拠点にした「周産期・小児救急医療学講座」や「出産・子育て応援給付金交付事業」の実施により、妊娠期から出産・子育

てまで一貫した支援を行うこととしている。また、新たに、急な病気やけがに関する電話相談に対して助言等を行う「救急相談セ

ンター事業」を実施するほか、がん患者が治療による外見の変化を気にすることなく、治療を続けながら生活できるよう、ウィッ

グ等の購入費の一部を助成することとしている。環境衛生では、脱炭素・省エネへの取組を推進するため、「暮らし向上スマートエ

ネルギー導入補助金」を交付するほか、「熱中症特別警戒情報」が発令された場合、指定を受けた公共施設を一般開放し、暑さをし

のぐ一時避難場所として「クーリングシェルター」を開設することとしている。 
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農林業関係では、本市の特産農産物「ぶどう・明治ごんぼう・薬用シャクヤク」等の産地化を進めるため、「いばら農産物産地化

支援メニュー」を展開するとともに、国や県の産地支援・新規就農者確保に関する補助制度を活用し、一体的な産地支援を行い、

農産物の生産拡大や農業の担い手確保を図ることとしている。また、有害鳥獣対策として、獣害防止講習会の開催や防護柵設置補

助等により、農業の経営安定化を図ることとしている。さらには、「ため池ハザードマップ・看板」を作成し、農業用施設・地域の

防災・減災に努めるほか、森林環境譲与税基金を活用し、新たに「ナラ枯れ被害対策事業」に取り組むこととしている。 

 

商工関係では、地場企業の稼ぐ力の向上やまちの賑わい、新たな雇用を創出するため、「元気いばら商工業成長支援事業」を産業

支援コーディネーターと連携し、引き続き多角的に展開するとともに、物価や光熱水費の高騰等に対する経済対策として、「省エネ

リフォーム補助事業」を実施し、地域経済の活性化を図ることとしている。また、「ひとづくり事業」と一体となり、市内企業の事

業内容や魅力を発信し、若者の定住やＵターン等の就職に資する「いばら就職支援事業」を実施するほか、「井原デニムによる地域

活性化事業」等を展開することとしている。観光関係では、「星空保護区」を活用した官民一体の取組を推進するため、観光イベン

トでのＰＲのほかに、国内認定地との連携による宣伝・啓発活動を展開するほか、全国チェーンを展開するホテル事業者が、「宿泊

施設（ホテル・旅館）整備促進事業補助金」を活用して市内にホテルを建設することから、今後、交流人口の拡大や滞在時間の増

加による地域活性化を期待している。 

 

土木関係では、引き続き、道路ストック点検や、橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁の補修を実施するほか、国の交付金を活用

した市道整備や、防災・減災対策として河川や下水路の浚渫・整備、芳井地区における「排水ポンプ場」の整備等を進めることと

している。都市計画関係では、引き続き「市営住宅長寿命化事業」を実施するほか、木造住宅の耐震診断・耐震改修費用、老朽危

険空家等の除却費用や民間建築物のアスベスト分析調査費用に対する助成等により、市民の安全・安心な住環境の確保を図ること

としている。 

-6-



 

 

消防関係では、消防団員の活動中の安全確保を図るため、「消防団員安全装備品整備事業」として、高視認性活動服を全団員に配

備することとしている。また、現状、使用されていない警鐘台について、消防団や地元関係者等の同意の得られたものから計画的

に撤去を行うこととしている。さらには、岡山県が示す南海トラフ地震想定目標備蓄量を継続的に確保するため、非常用食糧や災

害応急物資等の「災害備蓄品」を計画的に購入するなど、「国土強靱化地域計画」に基づき、災害に強いまちづくりを推進すること

としている。 

 

教育関係では、本市独自の取組である「ひとづくりのまち井原」のさらなる推進に向けて、外部関係機関等とのつながりを深め、

地域総ぐるみで、本市の未来を担う「井原“志”民」の育成を図ることとしており、本市の「ひとづくり」の基幹施策である「ふ

るさと井原の未来を創るひとづくり事業」を中心に、これまでの取組をブラッシュアップし、若者に選ばれるまちづくりを推進す

るため、新たに「地域力創造アドバイザー活用によるブランディング事業」を展開することとしている。また、学校教育において

は、子ども一人ひとりの学力の育成を図るため、引き続き、「いばらっ子伸びる学力支援事業」等を実施するとともに、｢学習支援

員｣、｢教師業務アシスタント｣、｢学校ＩＣＴ支援員｣を全校に配置するほか、教科書の改訂に合わせ、デジタル教科書の更新を行う

こととしている。また、学校教育施設では、｢学校施設長寿命化事業｣を計画的に進め、老朽化が進む校舎等の屋上防水改修を実施

することとしている。文化・スポーツの振興においては、リニューアルオープンした「平櫛田中美術館」で初めてとなる平櫛田中

の回顧展「平櫛田中の芸術展」を開催し、里帰りをしている「鏡獅子」も含め、代表的な作品を全館で展示するほか、「井原体育館

空調設備」の整備に向けた実施設計を行うこととしている。 
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国民健康保険事業では、引き続き、生活習慣病予防に重点を置いた特定健康診査・特定保健指導の実施等を通じて、被保険者の

健康増進や医療費の抑制に努めることとしている。 

介護保険事業では、本年度は「第９期介護保険事業計画」のスタートの年となることから、介護保険料の改定や制度改正を周知・

啓発するとともに、引き続き、ＣＡＴＶを活用した「介護予防チャレンジ事業」を実施することとしている。 

産業団地開発事業では、オーダーメイド方式により「高月工業団地の企業用地の造成（拡張）事業」を進めており、敷地の造成

工事に着手することとしている。 

水道事業では、引き続き、「水道施設耐震化事業」を推進するほか、「遠方監視装置更新事業」等を実施することとしている。 

病院事業では、持続可能な地域医療提供体制の確保に向けて、「井原市民病院経営強化プラン」に掲げる取組を推進するとともに、

地域の中核的病院としての機能強化を図るため、空調設備や医療機器の更新等を行うこととしている。 

下水道事業では、引き続き、井原・芳井地区における管渠整備を行うほか、「井原浄化センター」の施設・設備の長寿命化に向け

た整備等を進めることとしている。 

 

 

［総 括］ 

一般会計は、岡山県西部衛生施設組合負担金及び市債元利償還金の増加等により、２１８億２，８００万円（前年度当初比 

４.０％増）となっている。 

特別会計は、国民健康保険事業、後期高齢者医療事業、介護保険事業、産業団地開発事業、美星地区畑地かんがい給水事業の 

５会計の合計で、１１０億３，８９０万円（前年度当初比１.３％増）となっている。 

企業会計は、水道事業、病院事業、工業用水道事業、下水道事業の４会計の合計で、８３億８，３６２万７千円（前年度当初比

５.９％減）となっている。 

その結果、令和６年度の井原市の予算総額は、４１２億５，０５２万７千円（前年度当初比１.１％増）となっている。 
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（単位：千円）

本　年　度 前　年　度 前年対比 本　年　度 前　年　度 前年対比

21,828,000 20,992,952 1.040 21,828,000 20,992,952 1.040

保険事業勘定 4,451,800 4,303,600 1.034 4,451,800 4,303,600 1.034

直営診療事業勘定 29,100 30,000 0.970 29,100 30,000 0.970

 後期高齢者医療事業 818,300 688,000 1.189 818,300 688,000 1.189

保険事業勘定 5,412,400 5,699,000 0.950 5,412,400 5,699,000 0.950

サービス事業勘定 14,200 12,300 1.154 14,200 12,300 1.154

 産業団地開発事業 279,100 130,000 2.147 279,100 130,000 2.147

 美星地区畑地かんがい給水事業 34,000 32,000 1.063 34,000 32,000 1.063

11,038,900 10,894,900 1.013 11,038,900 10,894,900 1.013

収 益 的 1,009,700 1,044,000 0.967 951,300 989,400 0.961

資 本 的 571,479 963,381 0.593 823,134 1,215,452 0.677

収 益 的 2,908,800 2,898,300 1.004 2,983,800 2,871,800 1.039

資 本 的 349,768 261,833 1.336 482,173 410,619 1.174

収 益 的 33,500 33,600 0.997 33,500 33,600 0.997

資 本 的 0 0 － 19,420 19,317 1.005

収 益 的 1,478,100 1,491,600 0.991 1,478,100 1,491,600 0.991

資 本 的 1,612,200 1,872,900 0.861 1,612,200 1,872,900 0.861

7,963,547 8,565,614 0.930 8,383,627 8,904,688 0.941

40,830,447 40,453,466 1.009 41,250,527 40,792,540 1.011計

歳　　入　（収　入） 歳　　出　（支　出）
備　　　考区　　　　　分

一　　般　　会　　計

小　　　計

 国民健康保険事業

小　　　計

 水道事業

 病院事業

 下水道事業

令和６年度（2024年度）会計別予算一覧表

特

別

会

計

企

業

会

計
 工業用水道事業

 介護保険事業
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 (単位:千円)

款 令和５年度 令和６年度 増減額 対比 増加額 減少額

議会費 208,008 227,566 19,558 109.4% 議場放送設備等改修事業 30,000 事務局職員人件費の減 △ 3,060

議員報酬及び議員共済費の減（１名欠員） △ 8,107

総務費 2,739,083 3,104,020 364,937 113.3% 井原市ネットワーク機器更新 130,000 仮想基盤更新 △ 92,000

本庁舎非常用発電装置更新事業 97,500 内部事務統合システム構築・行政情報配信システム更新 △ 27,000

ふるさと納税事業 126,295 地域情報通信基盤設備再構築事業 △ 122,435

屋根防水及び外壁改修工事 110,000 県議会議員選挙 △ 18,261

※会計年度任用職員人件費（短・フル）《市長部局》 32,188

民生費 6,288,408 6,338,635 50,227 100.8% 障害者福祉扶助費 20,690 障害児通所給付費（児童措置費） △ 15,000

後期高齢者医療事業特別会計繰出金 26,100 生活保護扶助費 △ 34,000

私立幼稚園等施設型給付費 12,600 私立保育園保育実施委託 △ 11,600

地域型保育給付費 48,400 児童手当費 △ 15,000

子ども医療給付費 33,000

衛生費 2,979,002 3,284,815 305,813 110.3% 病院事業会計補助金 14,400 新型コロナウイルスワクチン接種事業 △ 46,300

岡山県西部衛生施設組合負担金
（焼却場・熱処理施設建設分）

516,775 感染症対策費《全体（ワクチン接種以外）》 △ 22,450

水道事業会計補助金 △ 151,640

労働費 44,368 46,175 1,807 104.1%

農林水産業費 563,307 605,554 42,247 107.5% 修繕工事費（青木用水路） 16,000 美星地区畑地かんがい給水事業特別会計貸付金 △ 6,000

ため池廃止工事負担金 20,200

地方創生道整備推進交付金事業（林道費） 25,000

商工費 523,568 681,151 157,583 130.1% 創業支援補助金 10,200 地場産業振興センター空調設備更新 △ 10,000

産業団地開発事業特別会計繰出金 74,100 緊急経済対策費（省エネリフォーム補助金） △ 10,000

宿泊施設（ホテル・旅館）整備促進事業補助金 100,000 研究員人件費の減（２名減） △ 5,578

事業承継推進補助金 △ 13,000

土木費 2,537,702 2,186,434 △ 351,268 86.2% 仁井山残土処理場整備事業 57,000 道路防災工事（緊急自然災害防止対策） △ 72,000

道路新設改良事業（道整備・社会資本整備） △ 204,550

下水道事業会計負担金・補助金 △ 57,138

消防費 784,983 786,271 1,288 100.2% 井原地区消防組合分担金 2,361 消防団員退職報償組合負担金 △ 3,936

消防団員安全装備品整備事業 8,800 消火栓設置費負担金 △ 2,000

教育費 2,246,072 2,303,268 57,196 102.5% 小学校指導用教科書更新 38,527 小・中校施設営繕工事（屋上防水、外壁改修等） △ 129,000

芳井生涯学習センター空調設備更新 40,000 平櫛田中賞展関係費 △ 9,720

特別展関係費 14,698

会計年度任用職員人件費（短・フル）《教育委員会》 88,779

災害復旧費 35,570 35,570 0 100.0%

公債費 2,022,881 2,208,541 185,660 109.2% 元金（過疎・合併・緊急自然等） 183,911

予備費 20,000 20,000 0 100.0%

計 20,992,952 21,828,000 835,048 104.0%

令和６年度当初予算　主な増減（一般会計）

増加要因 減少要因

-10-



（単位：千円，％）

令和５年度 令和６年度 増減額 対比 主な増減理由

保険事業勘定 4,303,600 4,451,800 148,200 103.4 ●保険給付費 3,136,355⇒3,335,855(＋199,500)

直営診療事業勘定 30,000 29,100 △ 900 97.0 ▲公債費 15,658⇒14,628（▲1,030）

特 688,000 818,300 130,300 118.9 ●後期高齢者医療広域連合納付金 678,364⇒808,746(＋130,382)

別 保険事業勘定 5,699,000 5,412,400 △ 286,600 95.0
●(臨)介護保険システム改修（介護保険制度改正） 7,200
▲保険給付費（介護報酬改訂）5,310,600⇒5,008,900（▲301,700）

会 サービス事業勘定 12,300 14,200 1,900 115.4 ●総務費 12,200⇒14,100(＋1,900、会計年度任用職員勤勉手当等の増)

計 130,000 279,100 149,100 214.7 ●高月工業団地造成費 R5:設計54,500,用地74,623⇒R6:造成工事277,000

32,000 34,000 2,000 106.3
●施設管理費 31,149⇒33,130（＋1,981、(臨)県営工事負担金3,000）
※収支不足による一般会計借入金 6,499

10,894,900 11,038,900 144,000 101.3

収 益 的 989,400 951,300 △ 38,100 96.1
▲営業費用 833,308⇒811,960(▲21,348、人件費・動力費等の減)
▲特別損失 50,000⇒30,000（料金改定に伴う激変緩和措置分の減）

資 本 的 1,215,452 823,134 △ 392,318 67.7 ▲建設改良費 852,856⇒458,295(▲394,561、水道施設耐震化事業費等の減）

企 収 益 的 2,871,800 2,983,800 112,000 103.9 ●医業費用 2,820,064⇒2,928,810(＋108,746、給与費の増 等)

業 資 本 的 410,619 482,173 71,554 117.4 ●建設改良費 61,497⇒158,000(＋96,503、空調設備更新工事の皆増)

会 収 益 的 33,600 33,500 △ 100 99.7 ▲営業費用 30,685⇒30,588(▲97、動力費の減)

計 資 本 的 19,317 19,420 103 100.5 ●企業債償還金 19,117⇒19,220(＋103)

収 益 的 1,491,600 1,478,100 △ 13,500 99.1 ▲支払利息及び企業債取扱諸費 124,192⇒114,263（▲9,929）

資 本 的 1,872,900 1,612,200 △ 260,700 86.1 ▲建設改良費 954,664⇒724,273(▲230,391、処理場建設改良費等の減）

8,904,688 8,383,627 △ 521,061 94.1

計

計

　水道事業

　病院事業

　工業用水道事業

　下水道事業

　美星地区畑地かんがい給水事業

令和６年度当初予算　主な増減（特別会計・企業会計）

会  計  区  分

　国民健康保険事業

　介護保険事業

　後期高齢者医療事業

　産業団地開発事業

【●増項目、▲減項目】
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＊単位：百万円 （　　）内は構成比(％)

 

(歳　入） (歳　出）

地方消費税交付金 株式等譲渡所得割交付金 ゴルフ場利用税交付金 寄附金 財産収入

953(4.4) 39(0.2) 23(0.1) 403(1.8) 57(0.3)

地方特例交付金 配当割交付金 交通安全対策特別交付金 諸収入 分担金及び負担金

296(1.3) 31(0.1) 4(0.0) 278(1.3) 8(0.0)

地方譲与税 環境性能割交付金 利子割交付金 使用料及び手数料 繰越金

276(1.3) 30(0.1) 2(0.0) 246(1.1) 2(0.0)

法人事業税交付金

81(0.4)

46(0.2) 20(0.1)

令和６年度(2024年度) 一般会計当初予算

商工費 災害復旧費労働費

36(0.2)

農林水産業費

786(3.6)

歳　入
21,828百万円

歳　出
21,828百万円

681(3.1) 228(1.0)

議会費

606(2.8)

消防費 予備費

民生費

6,339(29.0)

公債費

2,208(10.1)

教育費

2,303(10.6)

土木費

2,186(10.0)

衛生費

3,285(15.1)

総務費

3,104(14.2)

市 税
4,245
(19.5)

自主財源
7,577
(34.7)

依存財源
14,251
(65.3)

地方交付税
7,750(35.5)

国県支出金

3,267
(15.0)

市 債
1,499

(6.9)

繰入金
2,338
(10.7)
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(単位：千円、％)

対比(%) 増減額

 金　額　Ａ 構成比(%)  金　額　Ｂ 構成比(%) Ｂ／Ａ Ｂ－Ａ

人　件　費 3,689,713 17.6 3,817,382 17.5 103.5 127,669 会計年度任用職員人件費の増

扶　助　費 3,175,412 15.1 3,204,795 14.7 100.9 29,383 障害者福祉費、教育保育給付費の増

公　債　費 2,022,881 9.6 2,208,541 10.1 109.2 185,660 元金の増

8,888,006 42.3 9,230,718 42.3 103.9 342,712

物　件　費 2,944,714 14.0 3,009,975 13.8 102.2 65,261 消耗品費(教師用教科書等)、使用料(LED照明)の増

維　持　補　修　費 398,970 1.9 349,653 1.6 87.6 △49,317 道路維持費、河川維持費の減

補　助　費　等 4,757,142 22.7 5,094,726 23.3 107.1 337,584 西部衛生施設組合負担金の増

8,100,826 38.6 8,454,354 38.7 104.4 353,528

1,410,197 6.7 1,363,909 6.2 96.7 △46,288

補　助 683,000 3.2 371,672 1.7 54.4 △311,328 地域情報通信基盤整備再構築事業の減

単　独 727,197 3.5 992,237 4.5 136.4 265,040 本庁舎非常用発電装置更新の増

35,570 0.2 35,570 0.2 100.0 0

補　助 13,200 0.1 13,200 0.1 100.0 0

単　独 22,370 0.1 22,370 0.1 100.0 0

1,445,767 6.9 1,399,479 6.4 96.8 △46,288

積　立　金 348,948 1.6 455,751 2.1 130.6 106,803 ふるさと応援基金積立金の増

投 資 及 び 出 資 金 0 0.0 4,804 0.1 - 4,804 岡山県広域水道企業団出資金の増

貸　付　金 55,399 0.3 53,119 0.2 95.9 △2,280 畑地かんがい給水事業特別会計貸付金の減

繰　出　金 2,134,006 10.2 2,209,775 10.1 103.6 75,769 産業団地開発事業特別会計繰出金の増

予　備　費 20,000 0.1 20,000 0.1 100.0 0

2,558,353 12.2 2,743,449 12.6 107.2 185,096

20,992,952 100.0 21,828,000 100.0 104.0 835,048

令和６年度当初予算  一般会計における性質別分析

区　　　　　分
令　和　５　年　度 令　和　６　年　度 備　　　　考

（主な増減要因）

義
務
的
経
費

計

消
費
的
経
費

計

投
資
的
経
費

普　通　建　設　事　業　費

災　害　復　旧　事　業　費

計

そ
　
の
　
他

計

合　　　　　計
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令和６年度

井原市当初予算を市民１人当たりで見ると・・・

一般会計予算額 ： ２１，８２８，０００千円

令和６年１月末住基人口 ： ３７，３０８人

注：予算額÷人口＝１人当たりの予算総額を千円単位にした後、各項目を千円単位で端数整理（基本は四捨五入）したものを表示している。

サービスに対する本人負担

税金（市税） （使用・手数料及び分担・負担金） 福祉の充実 健康づくり・環境対策

（民生費） 　（衛生費）

その他 自由に使える 　　その他

（財産収入・ 国・県税の交付 　　（総務費・ 道路・公園などの

　諸収入等） （地方交付税・交付金等） 　　 議会費等） 基盤整備（土木費）

商工業の振興 教育・文化・

貯金の取り崩し 国・県から交付される （商工費） スポーツの充実

（繰入金） 使い道が決まったお金 （教育費）

（国庫・県支出金）

農林業の振興

（農林水産業費）

　　　銀行等から借りる借金 消防の充実 借金（市債）の返済

　　　（市債） （消防費） （公債費）

２０,０００円 

６２,０００円

９２,０００円

１８,０００円

６３,０００円 

８７,０００円 

２１,０００円

歳入 歳出

７,０００円 

１７０,０００円

１６,０００円

１１４,０００円 

８８,０００円

５９,０００円

５９,０００円

５８５,０００円 ５８５,０００円 

収入（歳入） ２５４,０００円 支出（歳出）

４０,０００円 
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19,469,000 19,069,000 18,467,000 19,878,000 21,821,000 21,640,017 20,650,400 22,148,413 20,011,400 20,601,000

517,000
482,000

859,000

1,236,000

1,177,000
1,062,983 1,154,600

896,587

981,552

1,227,000

18,826,977

18,277,037

17,642,300
17,763,394

18,195,139

19,680,330

21,226,783

22,546,973

21,830,003 21,768,188

15,000,000

16,000,000

17,000,000

18,000,000

19,000,000

20,000,000

21,000,000

22,000,000

23,000,000

24,000,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

金
額
（
千
円
）

年 度

井原市一般会計当初予算額及び市債残高の推移

財調繰入金 当初予算額（財調繰入金除く） 市債残高
当初予算額

市債残高

(
)

19,986,000千円 19,551,000千円 19,326,000千円 21,114,000千円 22,998,000千円 22,703,000千円 21,805,000千円 23,045,000千円 20,992,952千円 21,828,000千円
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《歳　　入》

市 税 4,245,465 4,546,651 0.934 市民税 1,672,200

固定資産税 2,029,865

軽自動車税 175,000

たばこ税 216,000

鉱産税 700

都市計画税 151,700

地 方 譲 与 税 275,600 263,878 1.044 地方揮発油譲与税 60,700

自動車重量譲与税 198,400

森林環境譲与税 16,500

利 子 割 交 付 金 1,800 1,600 1.125

配 当 割 交 付 金 31,300 38,900 0.805

株式等譲渡所得割交付金 38,400 43,300 0.887

法 人 事 業 税 交 付 金 81,300 95,500 0.851

地 方 消 費 税 交 付 金 953,300 1,029,300 0.926

ゴル フ場 利用 税交 付金 22,900 32,700 0.700

環 境 性 能 割 交 付 金 30,200 19,900 1.518

地 方 特 例 交 付 金 296,142 39,761 7.448

地 方 交 付 税 7,750,000 7,580,000 1.022 普通交付税 6,900,000

特別交付税 850,000

交通安全対策特別交付金 4,000 4,600 0.870

分 担 金 及 び 負 担 金 7,895 7,400 1.067 分担金 2,455

負担金 5,440

令和６年度 当初予算　歳入歳出の状況（ 目 的 別 ）

（単位：千円）

区　　　　　分 本年度（Ａ） 前年度（Ｂ） 比較増減(A/B) 説　　　　　明 備　　　　考
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《歳　　入》 （単位：千円）

区　　　　　分 本年度（Ａ） 前年度（Ｂ） 比較増減(A/B) 説　　　　　明 備　　　　考

使 用 料 及 び 手 数 料 246,436 244,844 1.007 使用料 181,076

手数料 65,360

国 庫 支 出 金 2,003,708 2,209,491 0.907 国庫負担金 1,549,371

国庫補助金 447,008

国庫委託金 7,329

県 支 出 金 1,263,043 1,185,165 1.066 県負担金 702,506

県補助金 462,828

県委託金 97,709

財 産 収 入 56,687 54,518 1.040 財産運用収入 56,253

財産売払収入 434

寄 附 金 402,565 300,578 1.339 一般寄附金等 565

ふるさと納税寄附金 400,000

企業版ふるさと納税寄附金 2,000

繰 入 金 2,338,027 1,810,593 1.291 財政調整基金繰入金 1,227,000

公共施設整備基金繰入金 171,980

その他基金繰入金 939,047

繰 越 金 2,000 2,000 1.000 前年度繰越金 2,000

諸 収 入 278,232 247,973 1.122 延滞金、加算金及び過料 8,000

市預金利子 10

貸付金元利収入 29,443

雑入 240,779

市 債 1,499,000 1,234,300 1.214 臨時財政対策債 34,500

その他市債 1,464,500

21,828,000 20,992,952 1.040合　　　　　計
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《歳　　出》

議 会 費 227,566 208,008 1.094 議会費 227,566

総 務 費 3,104,020 2,739,083 1.133 総務管理費 2,667,908

徴税費 209,105

戸籍住民基本台帳費 160,409

選挙費 45,629

統計調査費 5,705

監査委員費 15,264

民 生 費 6,338,635 6,288,408 1.008 社会福祉費 3,701,352

児童福祉費 2,416,600

生活保護費 220,183

災害救助費 500

衛 生 費 3,284,815 2,979,002 1.103 保健衛生費 1,784,423

清掃費 1,500,392

労 働 費 46,175 44,368 1.041 労働諸費 46,175

農林水産業費 605,554 563,307 1.075 農業費 254,951

農地費 273,492

林業費 77,111

商 工 費 681,151 523,568 1.301 商工費 681,151

土 木 費 2,186,434 2,537,702 0.862 土木管理費 205,157

道路橋梁費 629,554

河川費 102,058

都市計画費 1,193,548

住宅費 56,117

比較増減(A/B) 説　　　　　　明 備　　　考

（単位：千円）

区　　　分 本年度（Ａ） 前年度（Ｂ）
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《歳　　出》

比較増減(A/B) 説　　　　　　明 備　　　考

（単位：千円）

区　　　分 本年度（Ａ） 前年度（Ｂ）

消 防 費 786,271 784,983 1.002 消防費 786,271

教 育 費 2,303,268 2,246,072 1.025 教育総務費 395,087

小学校費 291,939

中学校費 133,743

高等学校費 34,016

幼稚園費 411,991

社会教育費 633,603

保健体育費 402,889

災 害 復 旧 費 35,570 35,570 1.000 農林水産施設災害復旧費 11,520

土木施設災害復旧費 24,050

公 債 費 2,208,541 2,022,881 1.092

予 備 費 20,000 20,000 1.000

21,828,000 20,992,952 1.040合　　　計
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◎基本理念「輝くひと　未来創造都市　いばら」

★基本目標１　伝統、文化が引き継がれ、郷土を愛する人が育まれるまちづくり【教育・文化】

区分 事　業　名　等 予算額(千円) 事　　業　　内　　容

拡充 学校運営協議会の設置（コミュニティスクール） 1,200
保護者や地域住民等を含めた地域の関係者が一定の権限をもち学校運営に参画
新たに市内の小・中学校の９校区追加し、１４校区で設置

ふるさと井原の未来を創るひとづくり事業 12,200 自分とふるさと井原を愛し、よりよい未来のために実行する井原"志"民の育成を図る

ふるさと井原魅力発見事業 1,186 小学校4・6年生を対象にした市内施設の体験学習を実施し、郷土愛の醸成等を図る

学校ＩＣＴサポート体制整備事業 22,000
ＩＣＴ教育の推進を図るため、市内全ての小・中学校、市立高校、大山塾へのＩＣＴ支援員の配置
やヘルプデスクによる相談支援等

いばらっ子伸びる学力支援事業
（学力向上及び小１グッドスタート事業）

18,971
少人数指導及び専門性を生かした学習指導を充実させるため、小・中学校に非常勤講師8人を配置
学校生活のスムーズなスタートに向け、小学校1年生の30人以上の学級に小1支援員3人を配置

学習支援員の配置 92,907 通常学級に在籍し、一人での学習が困難な児童・生徒に対してサポートを行う支援員42人を配置

教師業務アシスタントの配置 11,726 県費3人分に加え市費で9人分を追加配置し計12人体制とすることで、市内全小中学校へ配置

外国語指導助手の配置 41,624 英語指導助手8人を配置し、外国語教育の充実と国際性豊かな人材育成を図る

臨時 市民会館施設長寿命化事業 122,000 屋根防水及び外壁改修工事、ホール空調用吸収式冷温水機の定期分解整備作業

臨時 学校施設長寿命化事業 22,400 大江小、青野小 特別教室棟屋上防水工事

臨時 芳井生涯学習センター空調設備更新 40,000 図書館１階２階、１階貸館部分・事務所、２階貸館部分の空調更新

臨時 特別展「平櫛田中の芸術展」の開催 14,698 リニューアルオープン後、初めての平櫛田中の回顧展を開催（開催期間 R6.10.11～R6.12.8）

臨時 学校給食用食器・配送車両更新 8,100 井原調理場：樹脂食器（ボウル）1,400枚、美星調理場：配送車1台更新

臨時 井原体育館空調設備整備事業 16,000 地中熱を利用した空調設備導入にかかる実施設計

一部
新規

県立井原高校南校地跡地の活用 4,622
井原市立高校の授業・部活等での有効活用
倉敷芸術科学大学と市内競技者団体との連携強化による新体操のまちづくりの推進
(新)市内の各種団体等で構成する検討委員会を設置し、跡地全体の活用について検討

令和６年度（２０２４年度）当初予算主要事業一覧表
【井原市第７次総合計画 後期基本計画に掲げる基本目標別】
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★基本目標２　地域の宝を生かし、魅力がいっぱいで、活力にあふれるまちづくり【産業・交流】

区分 事　業　名　等 予算額(千円) 事　　業　　内　　容

臨時 宿泊施設（ホテル・旅館）整備促進事業補助金 100,000 全国でホテルチェーンを展開する事業者が市内にホテルを建設する工事費用に対し補助

臨時 お城ＥＸＰＯ出展ＰＲ事業 659 国内最大級のお城イベントに出展し、本市の山城や歴史・文化の魅力をＰＲ

臨時 「ガンダムマンホール」プロジェクト 1,188
人気アニメキャラクターがデザインされたマンホール蓋を展示・設置
お披露目セレモニーの実施、平櫛田中美術館での展示、美星天文台・市民会館前広場へ設置

星の郷まちづくり推進事業
（星空保護区）

2,293
国際的な認定制度「星空保護区（コミュニティ部門）」のアジア初認定(R3.11.1)を受けて、
官民一体となった取組を推進（観光PRイベント出展、国内認定地の連携による宣伝・啓発活動 等）

出会いと交流の場づくり事業 500
市内各種団体から選出される委員で構成する実行委員会へ委託
市内事業者とも連携し、複数回にわたり出会いと交流が図れるイベントを実施

拡充 ふるさと納税事業 599,999
ふるさと納税寄附額 400,000千円（対前年当初比 +100,000千円）
掲載サイトの拡充や返礼品の充実等により、大幅な増収を図る

シティプロモーション事業 7,997
本市の認知度・イメージの向上や郷土愛の醸成等を図るため、戦略的なプロモーションを展開
（食をテーマにした郷土愛の醸成「丼原市キャンペーン」やプッシュ型の情報発信等を実施）

ＦＭラジオ情報発信事業 1,980 県内全域をカバーするＦＭラジオにおいて、本市の施策やイベントなどを年間を通じて広く情報発信

いばらＬＩＦＥスタート応援メニュー 64,900
8事業（移住定住支援）※予算化6事業
移住者住宅新築等補助金、中古住宅活用補助金、スマイルプラス補助金、
分譲宅地開発助成金、四季が丘団地助成金、就職者等移住支援補助金

元気いばら商工業成長支援事業 108,298

12事業（稼ぐ力の向上支援・賑わいや新たな雇用の創出）※予算化9事業
資格取得事業補助金、事業承継推進補助金、経営革新事業支援補助金、
先端設備等導入促進事業補助金、商工業借入資金利子補給金、産業支援・異業種連携促進事業委託、
井原駅前通り等賑わい創出事業補助金、創業支援補助金、工業等振興条例奨励金

省エネリフォーム補助金 10,000
市内業者施工による省エネ性能を有する住宅等のリフォームに対する補助
補助率1/10、200千円上限（R5・R6の2年間実施）

ものづくりのまち井原創業支援事業 219 創真創業支援基金を活用した奨励金制度の審査会開催に係る謝金・旅費

井原デニムによる地域活性化事業 1,950 綿いっぱい運動の展開､体験型イベントの実施及び情報発信

高月工業団地企業用地造成事業《産業団地》 279,100
オーダーメイド方式による市内立地企業の企業用地拡張事業《R5～R7の継続費予算》
開発面積 約3.2ha（平地面積 約2.0ha）

いばら農産物産地化支援メニュー 4,400
冬ぶどう・明治ごんぼう産地確立支援事業補助金、薬用作物産地確立支援事業補助金、
農産物６次化チャレンジ事業補助金、ワイン産業創出事業補助金、農業後継者就業交付金
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★基本目標３　子育てしやすく、誰もが生きがいをもち、いきいきと暮らせるまちづくり【健康・医療・福祉】

区分 事　業　名　等 予算額(千円) 事　　業　　内　　容

保育園・幼稚園保育料等無償化事業 162,736 国の無償化対象とならない園児の保育料（預かり保育料）及び給食副食費を市独自に完全無償化

子ども医療費無償化事業 190,000
満18歳に達した日以後の最初の3月31日まで医療費の自己負担分を無償化
（小学生通院、中学生から18歳までの入通院を市独自で無償化＝市独自分 124,500）

臨時 ｢こども計画｣策定 4,800
R5・R6の2ヵ年で策定（R5で実施したアンケート調査結果を踏まえた分析に基づき、計画を策定）
計画期間はR7～R11の5年間

子ども家庭総合支援拠点運営事業 4,360
子どもや家庭等への支援の強化を図るため、「子ども家庭総合支援拠点」を子育て支援課に
設置し、相談員を配置

つどいの広場事業 8,563 井原保健センター2階に乳幼児の親子が集える場を開設し、子育てアドバイザーを配置

児童会館運営事業 56,717 児童に健全な遊びの場を与え、健康を増進し、情操を豊かにする場として市内４か所に開設

放課後児童健全育成事業 191,430 放課後児童クラブ運営支援(18クラブ)

臨時 「健康増進計画」策定 383
健康づくり・食育の推進に関する基本方針や具体的施策を策定（「第３次健康いばら２１」）
計画期間はR7～R18の12年間

新規 救急相談センター事業 1,587
コールセンターに看護師等が常駐し、市民からの電話相談に対し適切な助言を行い、
緊急性が高い場合は119番へ転送（備後圏域連携市町で実施）

出産・子育て応援給付金交付事業 20,204
伴走型相談支援（面談・アンケートの実施等）
経済的支援（出産応援金・子育て応援金の支給）

周産期・小児救急医療学講座 22,500
岡山大学大学院医歯薬総合研究科周産期・小児救急医療学講座
（安心・安全な出産・子育て環境の確保）

臨時 井原市民病院施設設備等整備事業《病院》 158,000
空調設備及び一般Ｘ線撮影装置、下部消化管用スコープ、脳波計等の更新
内視鏡検査・胸部Ｘ線画像診断ＡＩ診断支援システムの導入 等

臨時 ｢地域福祉計画｣策定 830
地域福祉を推進するため、第２期地域福祉計画を策定
計画期間はR7～R11の5年間

障害者相談支援事業 17,158 「井原市障害者相談支援センター」において、障害者等からの相談に応じ必要な支援を実施

一部
新規

障害者就労支援事業 5,537
障害者就労支援員の配置、
(新)障害者職場実習奨励金、(新)重度障害者等就労支援特別事業

新規 地域生活支援拠点等整備事業 90
障害福祉支援者養成事業補助金
障害者等緊急時対応事業促進補助金

生活困窮者自立相談支援・就労準備支援事業 12,262 自立相談支援員の配置、家計改善支援事業委託、就労準備支援事業負担金

福祉基金助成事業 61,504 助成メニュー20事業中、18事業を予算化

-22-



★基本目標４　安全・安心で、美しい自然と調和した、みんなが住みよさを実感できるまちづくり【環境・防災・防犯・都市基盤】

区分 事　業　名　等 予算額(千円) 事　　業　　内　　容

光ケーブル延長事業 3,000 既存の情報通信基盤設備から離れている事業所等への光ケーブル網の整備

乗合タクシーの運行 22,515
市民の利便性向上を図り、持続可能な公共交通体系を確保維持するため、井原（一部の地区）・
芳井・美星地区において、それぞれ「予約型乗合タクシー」を運行

一部
新規

公共施設照明ＬＥＤ化 33,099
令和５年度で実施した３２施設（一般会計）に令和６年度では新たに２０施設を加え、
１０年間のリース方式により実施　※Ｒ６追加施設の予算は１ヶ月分のみ

臨時 本庁舎非常用発電装置更新事業 100,000 国のガイドラインに基づき、非常時に72時間対応可能な発電設備に更新

新規 指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）開設 110
「熱中症特別警戒情報」が発令された場合、指定暑熱避難施設として指定を受けた市内の冷房設備を
有する施設（市役所本庁及び各支所、井原図書館、アクティブライフ井原等）を一般開放

暮らし向上スマートエネルギー導入補助金 22,000
令和５年度より補助対象を拡充し、市民のクリーンエネルギー利用を積極的に支援
［補助対象］太陽光発電システム、太陽熱温水器、定置型蓄電池、電気自動車等、
　　　　　　V2H充放電設備、高効率給湯器、窓断熱、家庭用燃料電池システム

臨時 新焼却施設等の整備に係る負担金 745,490 岡山県西部衛生施設組合が整備する新焼却施設及び熱利用施設の整備等に係る負担金

安全安心地域活動活性化支援事業補助金 2,700 地域の防災・防犯組織等による資機材整備事業等に対する補助

防災士資格取得補助金 947 地域の防災リーダーとなる防災士の養成に向けて、資格取得経費を全額補助

臨時 消防団員安全装備品整備事業 16,000 高視認性活動服1,200着（全団員へ配備）

災害時備蓄食糧等整備事業 2,400 岡山県が示す南海トラフ地震における井原市の目標備蓄量を継続的・計画的に確保

道路・橋梁事業 538,065
市道等における草刈り・側溝清掃等の拡充実施、橋梁点検の実施及び維持補修、道路ストック点検の
実施、道路防災・新設改良工事の実施 等

排水ポンプ整備事業 6,000 芳井地区（梶江・与井）下水路の排水ポンプ整備に係る積算委託及び用地取得

水道施設等耐震化事業《水道》 82,700 夏目水源地導水管加圧ポンプ場建設工事

一部
臨時

公共下水道整備事業《下水道》 608,100
公共下水道：井原処理区（下出部町、東江原町）1.9haの整備
特定環境保全公共下水道：芳井処理区（芳井町吉井）3.4haの整備
井原浄化センター１系・２系水処理施設再構築基本設計、ガスタンク改築工事
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☆計画実現のための共通指針１　共生社会いばらの実現を進めます【地域生活支援・人権】

区分 事　業　名　等 予算額(千円) 事　　業　　内　　容

地域福祉推進事業 8,000 地区社協への委託、ふれあいサロン、見守り・広報活動の実施等

民生児童委員協議会補助金 10,455 地域住民の相談・援助を行う民生委員・児童委員を支援（R6.1月現在、146名）

聴覚障害者の安心生活サポート事業 660 出前手話講座講師派遣、手話奉仕員養成研修、意思疎通支援者養成

新規 がん患者ウィッグ等購入助成事業 300
がん患者が治療による外見の変化を気にすることなく、治療を続けながら生活できるよう、
ウィッグや乳房補整具等の購入費に対して1/2補助、上限30千円

自動車急発進抑制装置整備費補助金 2,000
高齢者の交通事故防止を図り、日常の移動手段を確保するため、市内事業者による
国土交通省認定装置の設置費用に対して1/2補助、上限100千円

☆計画実現のための共通指針２　市民と行政が手を携えてまちづくりを進めます【市民参画・協働推進】

区分 事　業　名　等 予算額(千円) 事　　業　　内　　容

新規 地域幸福度指標調査・分析事業 3,500
地域幸福度（Well-being）指標を用いた市民向けアンケート調査を実施して、生活満足度等を
数値化・可視化し、市民の幸福実感と暮らしやすさに繋がる重要な因子を分析

拡充 協働のまちづくり事業 29,425
まちづくり活動費支援事業、まちづくり人材育成事業及び協働のまちづくり交流啓発事業に併せて、
まちづくり支援員（集落支援員）を１名追加し２名配置して、各地区のまちづくり計画策定等を支援

快適生活環境づくり報償金 16,800
地域団体等が実施する市道等の草刈り活動や支障木伐採活動への報償金
（草刈り25円/ｍ、支障木300円/ｍ）

子守唄の里推進事業 1,200
「中国地方の子守唄」発祥の地である高屋町で、関係団体が協力し、地域ぐるみで音楽祭を
隔年で開催

地域活性化補助金 1,000
市民活動団体等が自ら企画立案し実施する公益的な事業への補助
（補助率10/10以内、１事業上限500千円）

放課後子ども教室推進事業 1,176 各地区における放課後の子供の居場所づくりと地域コミュニティの形成
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☆計画実現のための共通指針３　多様な主体との連携によるまちづくりを進めます【官民連携・広域連携】

区分 事　業　名　等 予算額(千円) 事　　業　　内　　容

岡山シーガルズ連携事業 300 令和４年８月の連携協定締結に伴う交流事業（選手派遣）の実施

臨時
地域力創造アドバイザー活用による
空き家対策事業

1,742
本市の空き家を利活用することにより地域活性化や関係人口・交流人口の獲得を目指すことを目的に
総務省の「外部専門家（地域力創造アドバイザー）制度」を活用

臨時
地域力創造アドバイザー活用による
ブランディング事業

986
未来を担うひとづくり事業での取組をブラッシュアップし、若者に選ばれるまちづくり・しごと
づくりに繋げていくため、総務省の「外部専門家（地域力創造アドバイザー）制度」を活用

平櫛田中美術館ワークショップ事業 176 上野桜木アトリエ及び倉敷芸術科学大学との連携によるワークショップの開催

片山科学子ども教室の開催 318
子ども科学教室の開催と優秀な研究をした小・中学生の表彰
岡山理科大学（科学ボランティアセンター）との連携事業として実施

観光イベント補助金 9,390 井原市観光協会等が実施する観光イベント（夏イベント等）への補助金

福山市との共同水質検査《水道》 6,924 福山市と共同で水質管理（検査）を実施

☆計画実現のための共通指針４　持続可能な行財政の仕組みづくりを進めます【行財政・電子自治体】

区分 事　業　名　等 予算額(千円) 事　　業　　内　　容

臨時 ＣＩＯ補佐官活用事業 5,600
総務省の地方創生人材支援制度を活用し、情報化施策全般にかかる専門家「ＣＩＯ補佐官」の派遣を
受け入れ、システムの調達及び最適化、情報セキュリティ管理、窓口ⅮＸ、人材育成等、ⅮＸを推進

臨時 電子自治体推進事業 130,000 情報ネットワーク機器の更新に合わせて、本庁の庁内ネットワークの無線化を実施

臨時 自治体情報システムの標準化・共通化 90,330 国のガバメントクラウドの推進に向けて、地方税・住民記録等の20業務の標準化・共通化

臨時 ＲＰＡを活用した業務効率化推進事業 3,082
ＲＰＡ等の技術を活用し事務作業の自動化などの業務改善を進めることにより、職員の負担軽減
を図り、職員がより市民と向き合う付加価値の高い業務に集中できる環境を構築

マイナンバーカード取得促進事業 14,585
通常の申請支援に加え、企業・団体や外出が困難な方を対象とした出張申請・ＰＲ
平日の窓口受付時間の延長
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（単位：千円）

No. 　いばらＬＩＦＥスタート応援メニュー
Ｒ６

予算額
備考 No. 元気いばら 商工業成長支援事業

Ｒ６
予算額

備考

1 移住者住宅新築等補助金 25,000 1 資格取得事業補助金 2,000

2 中古住宅活用補助金 17,000 2 事業承継推進補助金 15,000

3 スマイルプラス補助金 5,500 3 経営革新事業支援補助金 6,000

4 分譲宅地開発助成金 10,000 4 先端設備等導入促進事業補助金 20,000

5 四季が丘団地助成金 2,600 5 商工業借入資金利子補給金 13,000

6 就職者等移住支援補助金 4,800 6 産業支援・異業種連携促進事業委託 9,998

7 井原市奨学資金貸付金の返還免除 0 返還金の減 7 井原駅前通り等賑わい創出事業補助金 20,000

8 奨学金返還支援補助金 0 8 創業支援補助金 14,200

移住・定住促進（計）８事業 64,900 9 工業等振興条例奨励金 8,100

10 企業立地促進奨励金 0
認定申請後に
補正対応

No. 　いばら農産物産地化支援メニュー
Ｒ６

予算額
備考 11 民間事業用地開発促進奨励金 0

認定申請後に
補正対応

1 冬ぶどう・明治ごんぼう産地確立支援事業補助金 500 12 本社機能移転促進補助金 0
認定申請後に
補正対応

2 薬用作物産地確立支援事業補助金 500
稼ぐ力の向上支援

賑わいや新たな雇用の創出

3 農産物６次化チャレンジ事業補助金 500 （計）１２事業

4 ワイン産業創出事業補助金 500

5 農業後継者就業交付金 2,400

農産物産地化支援（計）５事業 4,400

★令和６年度当初予算　井原市独自の「移住・定住促進」・「商工業支援」・「農産物産地化支援」事業一覧（予算額内訳）

108,298
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施 策 の 体 系

基本目標 基本施策

１ 伝統、文化が引き継がれ、

郷土を愛する人が

育まれるまちづくり

【教育・文化】

３ 子育てしやすく、

誰もが生きがいをもち、

いきいきと暮らせるまちづくり

【健康・医療・福祉】

４ 安全・安心で、

美しい自然と調和した、

みんなが住みよさを実感できる

まちづくり

【環境・防災・防犯・都市基盤】

２ 地域の宝を生かし、

魅力がいっぱいで、

活力にあふれるまちづくり

【産業・交流】

基本理念 将来像

計画実現のための共通指針

④
み
ん
な
で
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

←

す
い
し
ん
の
視
点

③
豊
か
な
資
源
を
大
切
に
し
、
創
造
・
発
展
・
発
信
し
て
い
ま
す

←

ゆ
た
か
さ
の
視
点

②
故
郷
を
愛
し
、
や
さ
し
い
人
が
育
っ
て
い
ま
す

←

こ
こ
ろ
の
視
点

①
安
全
・
安
心
・
健
康
・
便
利
な
く
ら
し
が
で
き
て
い
ま
す

←

く
ら
し
の
視
点

将
来
像
実
現
の
た
め
、
政
策
分
野
ご
と
に
基
本
目
標
を
設
定
し
ま
す

１ 基礎学力の向上

１ 環境保全・循環型社会の構築

２ 防災・防犯・交通安全対策の充実

２ 地域医療体制の充実

１ 健康づくり体制の充実

１ 商工業の振興

２ 農林業の振興

３ 子育て支援の充実

２ 心と体を育てる教育の充実

３ 都市基盤の充実と公共交通の確保

５ 文化活動の充実

３ 観光の振興

４ いばらブランドの確立と魅力発信

５ 移住・定住対策の推進と交流人口の拡大

６ 雇用の確保と多様な働き方環境の充実

４ 高齢者福祉の充実

５ 障害者福祉の充実

６ スポーツの充実

３ 学校・家庭・地域の連携による人づくり

４ 生涯学習の充実

３ 多様な主体との連携によるまちづくりを進めます

２ 市民と行政が手を携えてまちづくりを進めます

７ 人権を尊重する社会の実現

６ 地域共生社会の実現

重 点 取 組

①【ひと】井原を創るひとづくり

(１)地域・団体を支える多様な人材の育成

(２)学校と地域一体となった地域ぐるみでの教育

支援体制の構築

(３)未来を創るひとづくり事業の拡充

(４)大学等との連携に基づく学びの環境整備

(５)意欲ある市民・団体への活躍の提供

１ 共生社会いばらの実現を進めます

４ 持続可能な行財政の仕組みづくりを進めます

②【経済】地場産業活性化と企業誘致

(１)地元企業への支援と新たな企業誘致

(２)人と企業の新しい挑戦に対する支援

(３)産業分野でのＤＸ推進・新技術導入支援

(４)安全・安心で付加価値の高い地場産品の生産

とブランド化の推進

(５)地元事業所・産業を承継・発展させる担い手

の育成・確保

③【安心】

だれもが安心して生活できる環境づくり
(１)配慮や支援が必要な人が住みやすい環境整備

(２)障害者雇用の増進

(３)子育て世代の負担軽減と包括的支援

(４)地域医療の充実と情報提供

(５)地域特性や利用者視点に基づく公共交通サービス

の更なる充実

(６)カーボンニュートラルに向けた取組の推進

④【夢・誇り】いばらの魅力創出と世界への発信
(１)星空保護区を生かした魅力の最大化

(２)新たな観光と多様な宿泊の形態を活用した地域活

性化

(３)地域資源を生かした市民の誇りを高める地域づく

りの支援

(４)誰もがスポーツ・文化に親しむことのできるイベ

ント開催や市民クラブの設立支援

(５)交流・関係人口を増やす仕組みづくりと拠点整備

(６)魅力発信を通じた移住・定住の促進

地 域 別 取 組

都市機能が充実し、誰もが暮らしやすく活躍できるまち

（井原）

豊かな自然の中で交流し、生き生きと暮らす地域（芳井）

個性豊かで、世界に誇る星の郷づくり（美星）

-27-



柱１） ひとづくりのまち「井原」の発信

柱２） 社会に開かれた教育課程の実現

柱３） 地域社会・企業との連携
地域と学校の連携・協働によるひとづくりネットワーク構築事業
基盤） 地域とともにある学校づくり推進事業 地域学校協働活動本部事業

統合） 地域土曜学習サポート事業 チャレンジワーク１４

連携） 放課後子ども教室推進事業 青少年健全育成活動事業

柱４） 高校・大学との連携 

柱５） 家庭教育の支援

柱６） 読書活動の推進

令和６年度当初予算 ひとづくり事業関係経費一覧

⑤

③ ス ポ ー ツ ふ れ あ い 交 流 事 業
「 夢 の 教 室 」

④

ふ る さ と 井 原 の 未 来 を 創 る ひ と づ く り 事 業①

放 課 後 子 ど も 教 室 推 進 事 業② （生涯学習課）

（生涯学習課）

岡山大学教養教育科目『地域の未来デザイン』

予算額︓1,176千円

＋

（生涯学習課）地 域 力 創 造 ア ド バ イ ザ ー 活 用
に よ る ブ ラ ン デ ィ ン グ 事 業

ひ と づ く り 事 業 予 算 額︓18,737千円

⑥ 予算額︓ 986千円

夢＆志づくり応援Laboratory「ゆめここ☆ラボ＠井原」

予算額︓1,186千円

予算額︓2,000千円

（学校教育課）

ふ る さ と 井 原 魅 力 発 見 事 業

（商工課）

 含）井原“志”民塾、ふるさと井原魅力化団体「Team夢源♡井原」等

い ば ら 就 職 支 援 事 業

（学校教育課）

予算額︓1,189千円

(教育費 社会教育費 未来を担うひとづくり推進事業費)

予算額︓12,200千円

臨
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◆令和６年度当初予算 井原市独自の子育て支援関連施策に係る市費負担額一覧表

（単位：千円）

保 育 料
無 償 化

給 食 副 食 費
無 償 化

子ども医療費
無 償 化

計 人数
(R5.1月末現在)

１人当たり
市費負担額

Ｂ

保育園 872人 124,954 19,900 144,854 166.1 109.4% 881人 151.9

幼稚園 176人 1,801 5,617 7,418 42.1 119.2% 200人 35.4

小学校 1,513人 64,200 64,200 42.4 125.5% 1,568人 33.8

中学校 858人 30,150 30,150 35.1 124.3% 884人 28.3

高校世代 959人 30,150 30,150 31.4 120.5% 958人 26.1

合計 4,378人 126,755 25,517 124,500 276,772 63.2 116.4% 4,491人 54.3

内訳

中学校
●子ども医療費無償化
　入院、通院分：30,150千円

高校世代
●子ども医療費無償化
　入院、通院分：30,150千円

【参考】R5当初予算

保育園

●保育料無償化
　公立保育園：21,785千円、小規模保育園：7,751千円、私立保育園：91,517千円、市外事業所内保育園等：3,901千円
●給食副食費無償化
　公立保育園：3,800千円、私立保育園：15,900千円、市外幼稚園等：200千円

幼稚園

●保育料無償化
　預かり保育料無償化：1,497千円
　放課後児童ｸﾗﾌﾞ利用料無償化(青野)：304千円
●給食副食費無償化
　市内幼稚園：5,617千円

小学校
●子ども医療費無償化
　通院分：64,200千円

区分 人数
(R6.1月末現在)

事業名・事業費（単市負担額）
１人当たり
市費負担額

Ａ

伸率
Ａ/Ｂ
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令和６年度当初予算 「平櫛田中美術館」事業概要 
 

●《臨時》 鏡獅子２０年ぶりの里帰り 予算額 8,017 千円（うち 7,758 千円は令和５年度予算額）                                          

 令和６年２月７日から一般公開…令和１１年半ばまでの約５年半常設展示 

  平櫛田中が２２年かけて完成させた渾身の傑作《鏡獅子》を間近でご覧ください 
  

 ・ワークショップ  「谷中のおかって」との連携事業（作品制作） 

            ～「鏡獅子」の作品にちなんだ創作プログラム～ 
 

 

 

●特別展「平櫛田中の芸術展」 予算額 14,698 千円                                             

 ～新美術館となり初の平櫛田中展の開催～ 

  平櫛田中(1872～1979)の“初期から晩年まで 創作の軌跡”をたどります 

 会期：令和６年１０月１１日（金）～１２月８日（日） 
 

 ・展示作品候補   「樵夫：明治３２年」、「黄初平：明治４４年」、「寒江独釣：大正７年」 

           「国技：昭和８年」、「原翁閑日：昭和１５年」、「張果像：昭和１７年」 ほか  

・記念講演会    五野上 功氏（彫刻家）による記念講演会 

           ～《鏡獅子》制作に用いた「星取り法」の実演講演～ 

・ワークショップ  黒蕨 壮氏（彫刻家）との連携事業（作品制作） 

           ～木彫ワークショップ「一本の木から作る木のぬくもり」～ 

 

●令和６年度 展覧会スケジュール                                              

・ ４月 １日～ ５月１２日 「鏡獅子２０年ぶりの里帰り」 

・ ５月２１日～１０月 ３日 「所蔵名品展Ⅰ：人間国宝－匠の技－」 

・１０月１１日～１２月 ８日  特別展「平櫛田中の芸術展」 

・１２月１７日～ ２月 ９日 「所蔵名品展Ⅱ：平櫛田中コレクション 中原悌二郎－魂の彫刻家－」 

・ ２月１８日～新年度へ続く 「所蔵名品展Ⅲ：平櫛田中コレクション －刀剣ものがたり－」 

平櫛田中《鏡獅子》1958 年 
東京国立近代美術館蔵 
撮影 坂本写真研究所 

 
 

《幼児狗張子》 

《灰袋子》製作風景 
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公共施設照明ＬＥＤ化事業の概要

リース期間は１０年間

令和６年度追加整備分は、令和７年３月分の１か月

のみリース料が発生。

１０年間の総事業費（令和６年度追加整備分）は、

Ｒ６予算額×１２０か月 39,360千円

※令和５年度整備32施設

令和６年度予算額（12か月分）32,771千円

高騰する電気料金への対策と、脱炭素化やSDGｓの
達成に向けた取組のため、公共施設照明のＬＥＤ化を
実施するもの。

一般会計では、令和５年度で整備することとしている32施設に、
令和６年度で新たに20施設を加え、事業費の圧縮と早期の事業効果
を求め、照明の球替えを中心としたＬＥＤ化を進める。

①リース期間中の故障にかかる費用が不要。

②故障時の修繕や取替について、契約等が発生せず復旧に

かかる時間の短縮が見込める。

③コストの平準化が図られる。

ＬＥＤ化をリースで対応するメリット

費目 公共施設名 担当課
予算額

（千円）

照明器具

更新台数

市民活動センター費 市民活動センター 市民活動推進課 14 98

老人福祉費 井原市シルバー人材センター 福祉課 13 77

児童福祉施設費 芳井保育園 芳井保育園 11 97

高屋児童会館 61

木之子児童会館 43

保健衛生総務費 共和診療所 健康医療課 3 27

早雲の里交流センター 64

いずえ駅 6

子守唄の里高屋駅 23

公園費 相原公園（トイレ） 都市施設課 5 26

体育施設費 芳井体育館 文化スポーツ課 95 147

海洋センター費 井原市Ｂ＆Ｇ美星海洋センター 文化スポーツ課 42 167

社会教育総務費 井原市星の郷ふれあいセンター 生涯学習課 16 147

木之子公民館 117

野上公民館 96

青野公民館 106

芳井公民館明治分館 90

芳井公民館共和分館 103

芳井公民館三原分館 111

ふれあいセンター費 井原市ふれあいセンター 生涯学習課 16 120

20施設 328 1,726計

公共施設照明LED化リース事業《一般会計》

　

　

令

和

６

年

度

追

加

整

備

分

児童会館費 子育て支援課 13

都市計画総務費 都市施設課 25

公民館費 生涯学習課 75
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令和６年度　基金の状況《一般会計分：積立基金》

令和４年度末 令和５年度末 令和６年度末

現在高 現在高見込額 積立額 取崩額 現在高見込額

１． 財政調整基金 7,147,117 6,404,476 30,143 1,227,000 5,207,619

２． 減債基金 788,259 1,139,812 2,453 88,320 1,053,945

３． その他特定目的基金 6,507,148 6,137,327 423,155 1,022,707 5,537,775

公共施設整備基金 2,880,196 2,824,728 5,520 171,980 2,658,268

1,092,831 914,558 974 300,809 614,723

安全・安心推進基金 206,484 191,736 182 20,017 171,901

次世代育成基金 369,819 290,099 213 91,274 199,038

産業振興基金 150,654 150,775 122 110,498 40,399

そ 健康・生きがい創造基金 365,874 281,948 457 79,020 203,385

2,534,121 2,398,041 416,661 549,918 2,264,784

の 平櫛田中賞基金 19,409 17,804 2,288 15,516

表彰基金 13,129 12,780 125 12,655

他 福祉基金 406,039 343,759 61,485 282,274

平櫛田中美術館整備基金 19,276 17,119 30 2,035 15,114

の 片山科学賞基金 7,587 7,296 305 6,991

消防顕彰基金 5,772 5,181 598 4,583

内 地域づくり基金 447,745 409,731 39,067 370,664

交通安全推進基金 9,879 7,848 2,032 5,816

訳 高等教育機関調査研究基金 2,700 2,700 0 2,700

藤井顕彰事業基金 3,095 3,102 7 0 3,109

小田スポーツ・芸術振興基金 8,190 8,065 125 7,940

冨士生涯学習振興基金 5,648 3,898 1,750 2,148

地域振興基金 739,106 682,406 66,261 616,145

ふるさと応援基金 293,358 332,347 400,000 355,916 376,431

国際交流基金 46,352 45,334 89 1,383 44,040

文化・スポーツ振興基金 183,060 178,792 4,248 174,544

森林環境譲与税基金 23,774 19,674 16,530 12,300 23,904

創真創業支援基金 200,002 200,005 3 0 200,008

冨士奨学基金 100,000 100,200 2 0 100,202

14,442,524 13,681,615 455,751 2,338,027 11,799,339

近代美術の発展と芸術文化の向上に資するため。

自治功労表彰・有功表彰・善行表彰の表彰財源。

社会福祉の増進を図るため。【総務省】

井原市立平櫛田中美術館の整備充実費に充てるため。

科学する心を持つ児童・生徒を育てるため。

地域防災に功労のあった者の顕彰、火災予防思想の普及。

森林整備及びその促進に要する経費に充てるため。

創業者の支援を行い、雇用の創出及び地域経済の成長発展を図るため。

大学等進学に係る学資又は就学上必要な資金に関する支援をすることにより、地域で活躍する人材の確保及び地域
の活性化に資するため。

（単位：千円）

備　考（　基金の目的　）

【総務省】：総務省に準拠するもの

財政の健全な運営に備えるため。

市債の償還財源を確保し、財政の健全な運営に資するため。【総務省】

公共施設整備事業の財源に充てるため。

市民の生命や財産を守り、安全で安心して暮らせるまちづくりに充てるため。

明日を担う子どもたちが、心身ともに健康で、人間性や社会性の豊かな人に育つよう、地域ぐるみでの子育てを支
援するため。

１～３の計

夢と活力にあふれ豊かで住みよい井原市を築くため。【総務省】

交通安全の推進を図るため。

高等教育機関の調査研究を行うため。

名誉市民藤井氏の業績を称え、地域社会の発展に貢献した者を顕彰・助成し、社会福祉を増進するため。

スポーツ芸術部門において顕著な成績を収めた小中高生を表彰し、スポーツ芸術の振興と青少年の健全育成に資す
るため。

生涯学習の基盤整備及び市民の教育・文化・スポーツの振興を図るため。

新市将来構想・建設計画に定められた事業に要する経費の財源に充てるため。

市外在住者から寄附金を募り、これを財源として教育・文化諸事業財源に充てるため。

世界の人々との幅広い交流を推進することにより、国際性豊かな人づくりと世界に開かれた社会づくりに寄与する
ため。

文化及びスポーツの振興を図るため。

四基金計

その他の基金

新産業を創出し、工業をはじめ農林業、商業、観光等の多様な産業の振興を図るため。

市民が主体的に健康づくりに取り組める環境を整備するとともに、住み慣れた地域での生きがいづくりの充実を図
るため。

基　　金　　名 令和６年度中の増減見込額
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１　歳入 （単位：千円）

備　考

２　歳出 （単位：千円）

国(県)支出金 その他
うち引上げ分の地
方消費税

1,147,460 766,044 61,514 319,902 39,370

231,512 2,733 39,845 188,934 23,251

2,529,801 1,411,925 12,685 1,105,191 136,010

13,410 4,539 0 8,871 1,092

200,801 144,478 0 56,323 6,932

4,122,984 2,329,719 114,044 1,679,221 206,655

381,704 174,047 5,715 201,942 24,852

828,796 33,774 0 795,022 101,668

885,175 154,669 6,667 723,839 89,079

2,095,675 362,490 12,382 1,720,803 215,599

677,787 0 0 677,787 83,411

162,583 31,995 35,709 94,879 11,676

147,426 7,317 0 140,109 17,242

987,796 39,312 35,709 912,775 112,329

7,206,455 2,731,521 162,135 4,312,799 534,583

※各事業の「うち引上げ分の地方消費税」については、各事業に要する一般財源の比率で按分して算出しています。

地方消費税交付金の使途について（消費税率引上げ分）

費　　目 予算額 税率引上げ分

地方消費税交付金 953,300 534,583

事　業　名 予算額

財源内訳
備　考

特定財源

一般財源

小　　計

社
会
福
祉

障害者福祉事業

高齢者福祉事業

児童福祉事業

ひとり親家庭福祉事業

生活保護事業

小　　計

合　　計

社
会
保
険

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

小　　計

保
健
衛
生

病院事業

健康増進事業

予防対策事業
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◆令和６年度 当初予算編成における主な見直し事項

※令和６年度予算編成においても、厳しい財政状況等を鑑み、各部署１件以上の事務（事業）見直しを実施

【一般会計】 （単位：千円）

担当課 見直し事項・概要 効果見込額

総務課 プリンターの整理統合による台数減（63台→50台） [歳出△ 2,155千円]

子育て支援課 新型コロナウイルス感染症対策事業の削減 [歳出△19,750千円](皆減)

商工課 事業承継推進補助金の見直し（補助上限額を250万→150万） [歳出△13,000千円]

教育総務課 外国語指導助手派遣業務の見直し（配置校を再編し、9名→8名） [歳出△ 4,833千円]

生涯学習課 未来を担うひとづくり推進事業にデジタル田園都市国家構想交付金を活用 [歳入＋ 6,100千円]

平櫛田中美術館 「鏡獅子の里帰り」等による入館者増（入館者見込約20,000人→約38,000人） [歳入＋ 5,420千円]

（計）

秘書広報課

選挙管理委員事務局

環境企画課

健康医療課

（計）

総務課

財政課

税務課

会計課

（計）

財政課

（計）

○一般会計同様に、特別会計・企業会計においても見直しを実施　①１０件、②４件、③５件、④３件

区分

①
経費節減
・歳入増加

83,583

② 市民サービス向上 －

広報誌配備施設の増加（ホームセンター、スーパーマーケット等に追加配備を検討）

③
事務効率化
・負担軽減

－

④ その他 －

笠岡税務署へ送致する確定申告書の電子化（紙媒体の送付→電子送付）

納付書集計作業にRPAを活用（帳票の電子化・システム入力作業の自動化）

１２件

減債基金繰入基準の見直し（基準額を市債元利償還金3％→4％とし、財政負担の平準化）

４件

３９件

不在者投票オンライン申請の導入（マイナポータル・井原市電子申請サービスの活用を検討）

クーリングシェルター開設（熱中症特別警戒情報の発令時に指定公共施設を一般開放）

救急安心センター事業の実施（急な病気やけがに関する電話相談に対して助言等）

８件

CIO補佐官の起用（情報化施策全般に係る専門人材を起用し、各業務の効率化を推進）

契約管理システムへの入札等参加資格登録業者申請支援機能の追加（書類申請→電子登録）
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基本目標③【健康・医療・福祉】

伝統・文化が引き継がれ、郷土を愛する人が育まれるまちづくり 子育てしやすく、誰もが生きがいをもち、いきいきと暮らせるまちづくり

基本目標②【産業・交流】 基本目標④【環境・防災・防犯・都市基盤】

地域の宝を生かし、魅力がいっぱいで、活力にあふれるまちづくり 安全・安心で、美しい自然と調和した、みんなが住みよさを実感できるまちづくり

 《編集・作成》　令和６年２月 　
  井原市役所 総務部 財政課

『だれもが主役で活躍できる地域づくり』を目指して！

～ 輝くひと　未来創造都市　いばら ～

井原市第７次総合計画（後期基本計画：2023～2027）

基本目標①【教育・文化】
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